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介
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県
民
を
対
象
と
す
る
令
和
６
年
度
の
主
催
事
業
等
の
概
要
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
以
降
の
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

11
市
町
で
22
講
座
実
施
（
予
定
）

①
５
月
26
日
（
日
）
湧
水
町

②
６
月
22
日
（
土
）
与
論
町

③
６
月
29
日
（
土
）
長
島
町

④
７
月
13
日
（
土
）
指
宿
市

⑤
７
月
27
日
（
土
）
屋
久
島
町

⑥
８
月
１
日
（
木
）
鹿
児
島
市

⑦
８
月
２
日
（
金
）
鹿
児
島
市

⑧
８
月
７
日
（
水
）
南
さ
つ
ま
市

⑨
８
月
29
日
（
木
）
十
島
村

⑩
12
月
1
日
（
日
）
徳
之
島
町

⑪
12
月
21
日
（
土
）
大
崎
町

⑫
１
月
18
日
（
土
）
鹿
児
島
市

⑬
２
月
１
日
（
土
）
錦
江
町

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
等
と
連
携
し
た
「
と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー

講
座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
５
大
学
等
、
１
団
体
が
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

各
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
ま
す
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
を
担
う
青
年
層
を
対
象
と
し
て
、
各
界

で
活
躍
す
る
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
や
現
地
で
の
研
修
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
郷
土
の
発
展
を
支
え
よ
う
と
す

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
受
講
申
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
令
和
６
年
度
の
開
催
予
定
》

★
実
施
期
間

７
月
～
12
月

★
実
施
回
数

７
回

★
会
場
等

主
に
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

（
現
地
研
修
あ
り
）

★
対
象

概
ね
18
～
35
歳
の
学
生
・
社
会
人

★
受
講
料

無
料
（
必
要
経
費
は
実
費
負
担
）

★
募
集
期
間

４
月
～
６
月

～
令
和
６
年
度
の
参
加
12
団
体
決
定
～

「
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
展
示
」
は
、
創
作
・
文
化
活
動
に
取
り

組
む
団
体
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
と
な
る
と
と
も
に
県
民

の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
会
場
は
カ
ク
イ
ッ

ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
1
で
す
。

第
1
回

９
月
７
日
（
土
）

～
９
月
15
日
（
日
）

①
仏
像
彫
刻
鹿
児
島
塾

②
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

宮
路
慶
子
教
室

③
ゆ
か
い
な
ア
ー
ト
仲
間

④
城
西
写
友
会

⑤
上
之
園
紀
子
・
押
花
・
花
ク

ラ
フ
ト
教
室

⑥
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

第
２
回

１
月
25
日
（
土
）

～
２
月
２
日
（
日
）

①
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー

②
武
岡
デ
ジ
カ
メ
同
好
会

③
布
恋
人
（
フ
レ
ン
ド
）

④
国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家

⑤
ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
展

⑥
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家

①
鹿
屋
体
育
大
学

②
第
一
工
科
大
学

③
第
一
幼
児
教
育
短
期
大
学

④
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

⑤
鹿
児
島
大
学

⑥
鹿
児
島
県
視
聴
覚
教
育
研
究
協
議
会

生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
展
示

か
ご
し
ま
青
年
塾

か
ご
し
ま
県
民
大
学
「と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座
」

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

※かごしま県民交流センターは，令和６年４月１日からカクイックス交流センターの愛称を使用しています。



◇
期
日
：
９
月
20
日
（
水
）
◇
会
場
：
枕
崎
市
民
会
館

◇
【
講
座
１
】
「
み
ん
な
が
考
え
る
防
災
」

・
講
師

鹿
児
島
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授

井
村

隆
介

氏

・
内
容

地
震
や
台
風
な
ど
の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
の
命
は
自
分

が
守
る
と
い
う
原
則
。
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
次
で
あ
り
、

中
学
生
が
高
齢
者
を
誘
導
す
る
美
徳
が
話
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
で
命
を
奪
わ
れ
る
な
ど
は
論
外
で
あ
る
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

◇
【
講
座
２
】
「
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
に
ハ
マ
る
子
ど
も
た
ち
と
ど
う
関
わ
る
か
」

・
講
師

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

准
教
授

松
本

宏
明

氏

・
内
容

ゲ
ー
ム
の
基
本
的
な
知
識
や
子
ど
も
の
特
性
と
ゲ
ー
ム
依
存
と
の
関

連
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
子
ど
も
と
一
緒
に

ル
ー
ル
作
り
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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本
セ
ン
タ
ー
は
、
教
育
・
福
祉
・
環
境
・
地
域
づ
く
り
な
ど
、
地
域
社
会
の
様
々

な
分
野
に
お
け
る
県
民
の
み
な
さ
ん
の
自
発
的
で
主
体
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
支
援

す
る
中
核
的
な
拠
点
で
す
。

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
方
々
を
は
じ
め
、
県
民
の
皆
様
に
も
共
生
・
協
働
の

地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
次
の
取
組
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

共
生
・協
働
セ
ン
タ
ー

○
活
動
支
援

・
社
会
貢
献
活
動
の
た
め
の
法
人
設
立
や
資
金
調
達
な
ど
に
関

す
る
各
種
講
座
の
開
催

・
社
会
貢
献
活
動
に
必
要
な
会
議
や
打
合
せ
等
の
た

め
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置

○
情
報
発
信

・
展
示
・
プ
レ
ゼ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
情
報
の
発
信

・
広
報
用
チ
ラ
シ
等
の
印
刷
製
本
に
係
る
危
機
の
設
置

○
相
談

・
協
働
に
関
す
る
相
談

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
・
運
営
な
ど
に
関
す
る
相
談

（
一
部
の
市
町
村
に
は
権
限
を
移
譲
し
て
い
ま
す
。
）

シリーズ

本センター内は、展示・プレゼンスペースなど
自由に見学可能になっていますので、カクイック
ス交流センターへ来館された際には、お気軽にお
立ち寄りください。

５
年
度
「生
涯
学
習
県
民
大
学
」一
部
を
紹
介

枕
崎
市

◇
期
日
：
１
月
６
日
（
土
）
◇
会
場
：
宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」

【
講
座
１
】
「
奄
美
群
島
70
年
の
歩
み
」

・
講
師

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

教
授

原
口

泉

氏

・
内
容

奄
美
大
島
の
米
軍
統
治
時
代
に
、
同
地
で
風
俗
等
の
調
査
を
行
っ
て

い
た
文
化
人
類
学
者
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
リ
ン
グ
氏
の
記
録
写
真
を
元

に
し
て
、
当
時
の
奄
美
の
風
俗
や
産
業
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

◇
【
講
座
２
】
「
宇
検
が
な
し
〝
焼
酎
海
道
論
〟
～
し
ま
ジ
マ
を
巡
る
旅
か
ら
～
」

・
講
師

有
限
会
社
宝
納
酒
店

代
表
取
締
役

若
松

隆
男

氏

・
内
容

蒸
留
酒
の
ル
ー
ツ
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
あ
り
、
日
本
に
は
15
世
紀
初

期
頃
に
琉
球
に
伝
わ
っ
た
こ
と
や
当
時
の
蒸
留
製
法
は
「
か
ぶ
と
釜

蒸
留
器
」
と
「
ツ
ブ
ロ
式
蒸
留
器
」
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

「
ツ
ブ
ロ
式
蒸
留
器
」
を
利
用
し
て
い
た
の
は
、
世
界
的
に
も
薩
摩

で
し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
黒
糖
焼
酎
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

宇
検
村

○生涯学習に取り組んで
いる皆様の，更なる学びの
充実を支援するため，『学
びの手帳』を発行していま
す。

○カクイックス交流センター
２階情報コーナーで配布し
ていますので，お気軽に御
利用ください。

○問合せくださると，市町村
経由でお届けいたします。

○受講した講座数に応じて
『奨励賞』（賞状）を交付し
ます。 五つ星★

『奨励賞』を
目指そう！＜奨励賞＞

４０単位 ★ 賞

８０単位 ★★ 賞

１２０単位 ★★★ 賞

１６０単位 ★★★★ 賞

２００単位 ★★★★★ 賞

【お問合せ先】
鹿児島県共生・協働センター
（カクイックス交流センター１階東棟側）

電話：099-221-6613


